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1 QS-220037 - A
加熱溶融型視覚障がい者誘導用
点字シート「あるくM2」

アクリル樹脂製の視覚障がい者誘導用点字シートと、加
熱溶融型接着シートを接着する事で、施工効率の向上や
産業廃棄物ゼロが可能となる。

技術概要 2 説明資料 4

2 HK-190010 - A
下部水密可動式無動力自動開閉
ゲート

底部がフラットな水路に設置可能な無動力自動開
閉ゲート(オートゲートステップレス バタフライ
フロート)

技術概要 16 説明資料 18

3 TH-140013 - VE
ジュート繊維利用環境配慮型人
工張芝「アサシバ」

ジュート繊維を利用し施工性を向上させた全分解
型の人工張芝

技術概要 31 説明資料 33

4 KT-230057 - A
附属物点検表作成サービス「み
ちてんスナップ」

ドライブレコーダーの映像から点検対象とする道
路附属物を抽出し、点検表を自動作成するシステ
ム

技術概要 41 説明資料 43

5 CG-190012 - A ワイヤーメッシュCSスペーサー デッキプレート合成スラブスペーサー 技術概要 48 説明資料 50

6 QS-200026 - A
遠隔臨場検査監督システム（ア
テネット）

立会業務の効率化・省力化を行う遠隔地立会シス
テム

技術概要 63 説明資料 65

7 OK-150002 - VR
上部フレアを用いた既設護岸改
良工法

上部フレア(防波プレキャストブロック)を用いて
既設護岸を改良する工法

技術概要 81 説明資料 83

8 QS-190039 - A
タケミックスソイル緑化工法(竹
繊維植生基材吹付工)

綿状生竹繊維緑化基材を用い、接合剤とラス金網
が不要となることで、自然環境変化に順応する浸
食耐久性植生工

技術概要 91 説明資料 93

9 CG-190005 - A PRMSカラー工法
景観に配慮した車両通行が可能な舗装材を使用し
た道路舗装工法

技術概要 102 説明資料 104

10 KK-220022 - A 勘トリイ工法 即結管べえを用いた仮桟橋の上・下部工一括架設 技術概要 120 説明資料 122

11 QS-190022 - A
ヒノダクパイル(ダクタイル鋳鉄
製基礎杭・省スペース基礎工法)

省スペースおよび施工効率化を実現した支柱基礎
杭

技術概要 132 説明資料 134

12 KT-220222 - A ＦＮ継手 初期締結力を有するワンパス型セグメント継手 技術概要 150 説明資料 152

13 KT-220008 - A
画像鮮明化装置「ＬＩＳｒ－１
０１」

工事現場等における不鮮明な監視画像（動画・静
止画）を自動で鮮明化する装置

技術概要 158 説明資料 160

14 KT-220140 - A WHJ-In工法 超高圧噴射深層混合処理工法 技術概要 170 説明資料 172

15 KK-200032 - A ヌノピタ
プレキャスト製で大型の積みブロックを用いたコ
ンクリートブロック積工

技術概要 184 説明資料 186

16 KT-190121 - A エコミックス リサイクル材料を使用した常温合材 技術概要 194 説明資料 196

17 KK-210059 - A
揺れ補正機能搭載カメラによる
遠隔モニタリングシステム「遠
場監督」

作業員のヘルメットに装着した揺れ補正機能搭載カメラ
で建設・施設維持管理現場の高画質映像を遠隔地からモ
ニタリングできる遠隔臨場システム

技術概要 211 説明資料 213

18 KK-190004 - A
遮水シート一体化型ブロック
マット

河川堤防の表法面からの水の浸透を防止すること
ができる遮水シートと一体化したコンクリートブ
ロックマット

技術概要 221 説明資料 223

19 QS-200028 - A 土石流検知アラートシステム
カメラ映像によるリアルタイム土石流検知システ
ム

技術概要 233 説明資料 235

20 TH-220006 - A
蛍光X線分析によるコンクリー
ト塩分濃度調査工法

蛍光X線法と拡張現実技術による表面塩分濃度のス
クリーニング

技術概要 245 説明資料 247

21 KT-230038 - A
合成頂版式分割カルバート「コ
ンポジットカルバート」

頂版部分に構造部材兼用埋設型枠と現場打ち鉄筋
コンクリートを用いた構造のボックスカルバート

技術概要 251 説明資料 253

22 KK-220034 - A
「3DDC-NTM」工事支援システ
ム

3次元測定計測装置と3次元計測結果差分算出アプ
リケーションによる工事支援システム

技術概要 260 説明資料 262

23 QS-200020 - A
補強型コンクリートはく落防止
工法

ポリウレア樹脂をスプレーコーティングすることによ
り、老朽化したコンクリートのはく落を防止し、強靭
化・長寿命化する工法

技術概要 267 説明資料 269

24 KK-220029 - A
特定小電力によるレーダ式水位
計

国内電波法認証　電波を使用した全天候対応型水
位計

技術概要 283 説明資料 285
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技術名称 上部フレアを用いた既設護岸改良工法 担当部署 製品事業部　PCa技術提案部

NETIS登録番号 OK-150002-VR 担当者 深松（福岡営業所駐在）

社名等 ケイコン株式会社 電話番号 092-471-1784

技術の概要

　　○国の機関　(6件 1,685m)
九州地方整備局　国営海の中道海浜公園事務所 158m 海岸事業(H=1.0m 自立式)
東北地方整備局　  酒田河川国道事務所 670m+150m 道路事業(H=2.0m,H=2.5m：底版式)
東北地方整備局　 　　 磐城国道事務所 170m 道路事業(H=2.0m 自立式)

北海道開発局　　    小樽開発建設部 140m 道路事業(H=3.0m 腹付式)
北海道開発局　　    小樽建設管理部 279m 道路事業(H=2.0m 腹付式)

近畿地方整備局 　 姫路河川国道事務所 118m 海岸事業(H=1.0m 自立式)
　 ○自治体(九州・沖縄地区)(6件 1362ｍ)

熊本県　宇城地域振興局 100m 道路事業(H=1.5m 腹付式)
長崎県　　　島原振興局 100m 道路事業(H=3.0m 自立式)
沖縄県　中部土木事務所 162m(施工中) 海岸事業(H=1.5m 自立式)
沖縄県　中部土木事務所 500m(施工中) 海岸事業(H=1.0m 腹付式)
沖縄県　北部土木事務所 240m(施工中) 海岸事業(H=2.0m 腹付式)
大分市　　　　　　　　 260m(施工中) 海岸事業(H=2.0m 底版式)

６．技術の適用実績

技 術 概 要　

１．技術開発の背景及び契機
　従来の越波対策技術においては、直立護岸の嵩上げ工法では天端高が高くなり、消波ブロック
被覆護岸では海側を利用できない場合は適用できないという課題があった。
そこで前面が特殊な曲線形状を有し、越波阻止性能に優れたフレア護岸が開発され、施工もされ
た。
しかし、フレア護岸は比較的大きいため（陸上輸送不能）既設護岸前面に、海側からの運搬・据付
が可能な場合に適用が限られていた。
そこで、これらの課題を解消するため、陸側からの運搬・据付が可能な上部フレア（プレキャスト
大型波返し）を用いた既設護岸改良工法が開発された。
※フレア護岸に関わる開発は株式会社神戸製鋼所によって行われ、
フレア護岸に関わる業務は令和2年4月1日付けでケイコン株式会社へ業務移管されました。

２．技術の内容
　本工法は、越波阻止性能に優れた上部フレア（フレア護岸の上部のみを製品化したプレキャス
ト大型波返し）を用いて、既設護岸を改良する新技術である。その設置タイプには以下がある。
既設護岸の上部を一部撤去して底版を設けて、上部フレアを設置する（底版式）。
既設護岸の前面に腹付けコンクリートを打設し、その上に上部フレアを設置する（腹付式）。
既設護岸の前面に下部工コンクリートを構築し、その上に上部フレアを設置する（自立式）。
フレア護岸の越波阻止性能を継承し、上部フレアとすることにより陸側運搬・据付が可能となっ
た。また、プレキャスト製品化することにより、工程短縮と品質向上も可能となった。

３．技術の適用範囲
 　高潮対策事業、老朽化対策事業、道路（歩道）拡幅事業の全て

４．技術の効果
　本工法を適用することにより、適用事例では道路面からの天端高の嵩上げを1.5m以下とし、道
路からの眺望を確保した。また海側を利用・占有しないため、前面の漁場に対して影響を与えず
に越波対策を実施した。プレキャスト製品を用いたことで工期短縮となり、冬季波浪が厳しく現場
施工期間に制約があったが、初年度で約670m範囲の施工を実現した。なお、上部フレアを設置
後は、越波による背後道路の通行止めは発生していない。

５．技術の社会的意義及び発展性
　我が国においては、既設護岸の老朽化や天端高の不足によって、越波対策が必要となる護岸
は多数存在している。本技術を適用することにより、大幅な嵩上げが不要となり、海側を占有・改
変せずに越波対策が可能となり、背後施設の安全確保や、背後道路の通行止め解消に貢献でき
ると考える。
今後は、水理模型実験や数値波動水路(CADMAS-SURF)の活用により、上部フレアと消波ブロッ
ク等の組合せによる越波阻止性能の向上や低天端の実現が期待される。

　 ○自治体(九州・沖縄地区以外)(16件 4,192m)
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写真・図・表

写真―１　施工前　　　　　　　　　　　　　　　写真―２　施工中

写真―３　完成後　　　　　　　　　　　　　　　写真―４　　波浪作用状況

写真―５　　悪天候時車両走行状況　　　　　　　図―１　現地断面図

＜施工手順＞

①現地掘削

②底版構築

③プレキャスト大型波返し設置

④背後埋戻し・舗装
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技術名称 PRMS（パームス）カラー工法 担当部署 オサダ技研株式会社内

NETIS登録番号CG-190005-A 担当者 石丸　博庸

社名等 PRMS(パームス）工法協議会 電話番号 ０６－６７６４－５７２４

技術概要

技術の概要 1.     ＰＲＭＳカラー工法とは
　ＰＲＭＳ（パームス）カラー工法は、ポーラスアスファルト舗装に専用着色プライマを塗布
後、透水性レジンモルタルを充填し完成する工法です。
これにより、ポーラスアスファルト舗装の透水性を確保したまま、注意喚起、車線誘導など
の視認性向上が期待できます。
また、歩道における透水性舗装のカラー化においても、骨材の色調により車両通行が可
能な自然石風の景観舗装を形成することも可能となります。
　当該工法はPRMS（パームス）工法（NETIS登録番号HR-990098-VE）の技術をベースに
景観、交通安全対策用途でカラー化に特化した工法です。

2.　特長
①安全性の向上
　車道適用時においては、注意喚起、視線誘導などの用途に使用できます。塗布型カラー
舗装材と比べるとPRMSカラー工法は細かな骨材がすべり止め効果を出すため、雨天時
のスリップ事故対策にも効果が期待できます。
②景観性の向上
　ポーラスアスファルト舗装表面骨材に着色し、カラーレジンモルタルを充填するため、通
常のカラー舗装と比較し、塗料の塗布感がなく自然な色合いのカラー化が可能です。
③ポーラスアスファルト舗装の長寿命化
　ポーラスアスファルト舗装表面骨材にプライマが塗布され、なおかつ舗装空隙部にカ
ラーレジンモルタルを充填するため、骨材飛散抑制と空隙つまり抑制の効果が期待できま
す。
④補修がし易い
　配管工事などで現況復旧時に多くの景観材料は色合わせやロットの問題で異なる材料
で補修したり、場合によっては黒舗装で補修する場合があります。PRMSカラー工法であ
れば、ポーラスアスファルト舗装を打設しPRMSカラー工法の施工となりますので前述の問
題点を解消できます。

3.適用箇所
① 交差点前、カーブ部分など注意喚起が必要な場所
② インターチェンジ、バスレーンなどカラー化を必要とする場所
③ 景観性を求める歩道でありながら車両通行がある場所
④脱色アスファルト等カラー舗装の補修

４、活用実績（2023年12月1日現在）
国の機関　 1件 (九州0件、九州以外1件）
自治体　　19件　(九州2件　、九州以外17件）
民間　　3件　(九州1件　、　九州以外2件）

図-1 PRMSカラー工法断面構成図 
写真-1 表面状態 

  PRMS工法     PRMSカラー工法 
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５、写真・図・表

遊歩道 公園園路 

車道 

この現場は下記の

YouTubeで透水状態

の確認映像が見れ

ます！ 施工VTRはこちら 

脱色アスファルト舗装の補修でPRMSカラー工法が採用されました。 

当該施工箇所は舗装面の骨材飛散が酷いため、走行車両が骨材をはねたり、 

高齢者の手押し車が進みにくいなどという苦情がありました。 

PRMSカラー工法を施工することにより、元の舗装の風合いを保ちながら平坦性の回復、骨材飛散抑 

制が期待できます。 

また、舗装下部にある水分などが上層に上がってきても、通水性のあるレジンモルタルを敷設して 

いるため、舗装箇所の膨れや舗装のブリスタリングの抑制にもなります。 

          補修後 

       補修前 

景観舗装の補修にも最適です！ 

赤点線内がPRMSカラー工法施工箇所 
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勘トリイ®工法

下部工ユニット一括架設工法

下部工ユニット一括架設で工期短縮
下部工ユニットを即結管べえ®にて誤差吸収設置

下杭打設と下部工地組を同時作業で工期短縮

下部工地組により危険作業低減
下部工地組で高所作業・足場低減

NETIS登録番号： KK-220022-A

連絡先

〒812-0023 福岡市博多区奈良屋町2番1号 博多蔵本太田ビル7F
TEL 092-283-7323 FAX 092-283-8811

九州支店 橋梁部

担当：松永 y‐matsunaga@tiyhirose.co.jp
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勘トリイ®施工方法

即結管べえ®の構造

連絡先

ブレス地組・取り付け 受桁取り付け

即結管べえ取り付け 下部工ユニット一括吊上げ 下杭への取り付け
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担当部署 九州支店 道路橋梁担当

担当者 川上 貴大

NETIS登録番号 QS-190022-A 電話番号 092-476-0555

会社名等 日之出水道機器株式会社 MAIL t-kawakami@hinodesuido.co.jp

技術の概要

　　　全国 375事業体

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2023年8月31日現在）

　道路反射鏡や路側標識、防護柵の基礎工事においてはコンクリート基礎工法が
一般的です。コンクリート基礎工法においては、設置箇所の制約や施工性（重機の
使用／作業負荷）の問題がありました。
　ヒノダクパイルはコンクリ―ト基礎に代わる基礎工法として、基礎の省スペース化
や施工スピードの向上、工事占有スペースの最小化を目的としたダクタイル鋳鉄製
基礎杭工法です。

　現場打ちコンクリート基礎にダクタイル鋳鉄製杭基礎を付加した事で、コンクリー
ト部を最小化でき、省スペース化が可能となりました。
　またヒノダクパイルは、鋳鉄素材の特長を活かし形状を工夫する（先端をスパイラ
ル
形状とする）事で、小型の油圧杭打機で打設する事ができ、スピーディー且つ、狭い
工事占有スペースでの施工が可能な基礎工法です。

　従来のコンクリート基礎では、スペースの問題で設置が困難であった箇所において
施工が可能です。製品重量の軽い為、運搬し辛い現場環境においても最適な工法で
す。
　基礎設置に伴う掘削や据付の作業負荷を軽減する事が出来きます。
　施工スピードが向上し、工期短縮が期待出来ます。

・路側標識：支柱径φ89.1以下、標識サイズ縦900㎜×横1200㎜以下
・道路反射鏡(丸型)：一面鏡φ600,φ800,φ1000、二面鏡φ600,φ800
・道路反射鏡(角型)：一面鏡450✕600,600✕800、二面鏡450✕600,600✕800
・防護柵：P種防護柵(横断・転落防止柵）

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

ヒノダクパイル
（ダクタイル鋳鉄製基礎杭・
　省スペース基礎工法）

技術名称
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６．写真・図・表
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担当部署 土木本部土木エンジニアリングセンター技術部

担当者 岸下　崇裕

NETIS登録番号 KT-220222-A 電話番号 03-3796-2298

会社名等 株式会社フジタ MAIL takahiro.kishishita@fujita.co.jp

技術の概要

無し

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要　

２．技術の内容

ＦＮ継手技術名称

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

５．活用実績（2023年11月30日現在）

　ＦＮ継手の構造は、受け側の金物（Ｃ型金物と呼ぶ）の内側、図-1に示すように弾
性ばねを設けたものであり、このばねはＣ型金物と挿入側の金物（Ｔ型金物と呼ぶ）
とのクリアランス以上に突出させてある。本継手はこの弾性ばねにより締結力を生じ
させる機構となっており、真円度の高いＲＣセグメントの施工が可能と成る技術であ
る。

・継手の嵌合によりセグメント間に締結力が生じ、組立て時の変形が抑止され、真円
度の高いＲＣセグメントの施工が可能
・トンネル軸方向にスライド挿入することにより継手の締結が完了
・ボルト締付け作業が不要と成るため、施工の自動化に有用
・ボルトボックスが無く内面平滑なトンネルを構築する事ができ、二次覆工の省略が
可能

　近年、シールド工事では，セグメントの締結作業の省力化と組立ての効率化による
施工コストの削減を目的として、従来からのボルト締結継手に変わる継手構造が数多
く開発されてきた。これらの継手のなかには、継手の組立てに大きめの組立代（遊
び）を有し、締結力が導入できないため組立時の真円度が低下したり、継手部の偏り
によりセグメントに悪影響を与えるなどの問題等があった。一方で、締結力を導入で
きるようにした継手の場合は、その構造に特殊な機構を採用するため高価なものと
なっていた。ＦＮ継手は，これらの問題点を解決するとともに従来に比べてより簡易
な構造によって締結力を導入できるセグメント継手である。

・ＲＣセグメント
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写真－２　Ｔ型金物

写真－３　Ｃ型金物

図－１　自重載荷試験結果

表－１　内空変位量

写真－４　立て起こし自重載荷試験

６．写真・図・表

図－１　ＦＮ継手概略図

写真－１　ＲＣセグメント

水平 鉛直

締結力有 0.74 -0.53 0.999

締結力無 10.98 -11.45 0.990

ケース名
内空変位(mm)

真円度

＋：開き　－：縮み
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技 術 概 要 
 

技術名称 画像鮮明化装置「ＬＩＳｒ－１０１」 
担当部署 プロジェクトマネジメント本部 

担当者 小出達朗 

NETIS登録番号 KT-220008-A 電話番号 080-4184-8706 

会社名等 株式会社ロジック・アンド・デザイン MAIL koide@lad.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

現代のカメラ技術は4Kや8Kなどの高性能に進化していますが、悪天候（雨、雪、霧、靄

など）、水中、逆光、暗所といった撮影環境は依然として画像や映像の品質に影響を与え

ます。当社の画像鮮明化アルゴリズムは、こうした条件下でも「本来の画像データ」を損

なうことなく、算術的（補完や予測を行わない）にクリアに可視化する技術です。この革

新的なアプローチにより、撮影環境に左右されずに、常に高品質な画像を提供することを

可能にした製品が画像鮮明化装置「ＬＩＳｒ－１０１」となります。 

 

２．技術の内容 

 画像鮮明化装置ＬＩＳｒ－１０１は下記の特徴がございます。 

① 適応的な可視化：見える部分と見えない部分が混在する映像を見える映

像に対してピクセルごとの処理を行います。 

② ノータッチリアルタイム処理：刻々変化する映像を自動で見える映像に

処理を行います。レイテンシーは0.004秒となります。 

③ アーティファクトのない可視化：補間や予測を使わず画像・映像を算術

的に可視化するため証拠能力が高い処理となります。 

④ AIとの親和性が高い：AIを使わない技術ではありますが、機械学習とし

ての教師データに鮮明化された画像を使用することでAI判別の精度があ

るなどの報告もあります。 

 

３．技術の効果 

 カメラが識別できる明るさの範囲を「ダイナミックレンジ」と呼びます。画像の黒つぶ

れや白飛びなど、不鮮明な画像の多くはこのダイナミックレンジの限られた範囲に由来し

ます。ＬＩＳｒ－１０１に搭載されているＬＩＳｒ®は特許を取得した独自のアルゴリズムを用いてこ

の範囲を拡大しカメラが捉えた画像データの再現性を向上させます。その結果、一様なコ

ントラストをもつ鮮明な画像・映像を実現します。 

 

４．技術の適用範囲 

現在、画像鮮明化装置ＬＩＳｒ－１０１はインフラストラクチャー、セキュリティ、メディカ

ルの3つの分野で幅広く活用されています。この装置は映像機器とモニターの間に接続する

だけで、簡単に利用できるようになります。これにより、既存の映像機器の種類に依存す

ることなく、容易な設置が可能になります。 

 

５．活用実績（2023年11月30日現在） 

 当社の画像鮮明化装置ＬＩＳｒ－１０１は下記の導入実績がございます。 

① 建設現場におけるドローン検査で採用 

人が容易にアクセスできない橋梁の裏側や超高層建築物の壁などの調査にドローンが頻繁に

使用されています。特に、画像記録や肉眼では見つけにくい細かな「クラック」を発見する際に、視

認性を向上させる技術が大きな効果を発揮します。 

② 水中作業におけるROV映像への採用 

海洋建設における水中作業では、濁った水や限られた自然光による暗闇が視認性に大きな影

響を与えます。このような状況で視認性を向上させるために「ＬＩＳｒ－１０１」技術が活用されており

ます。 

③ 皇宮警察本部・監視カメラに採用 

皇居、御所、御用邸などの警備を専門に行う皇宮警察本部が活用する警備監視システム

に、当社の“ＬＩＳｒテクノロジー”が採用されています。 
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６．写真・図・表 

 

【水中】 

 
 

【悪天候】 

 
 

【クラック】 

 
 

（接続方法） 
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